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創造表現コース１7期生

創造表現コース１8期生

　制作がきつくなることありませんか？
　私は一浪し画塾へ通っていました。そこで身に
付けた技術は今も役立っていますが、課題に対し、
的確な答えを求められる上で絵を描くことが求め
られていて、正直きついことが多かったです。
　大学では現在、“総合基礎実技”という １回生
が学科ごちゃ混ぜで、与えられた課題をチームま
たは個人でこなしていく授業をしています。
　この授業では専攻にとらわれず工芸的なことや
パフォーマンスまで色々な表現ができ、様々な考
え方が自由な方法でかたちとなっていくととも

に、合評の中で自分では思いもよらなかった考え
に触れられとても良い刺激になっています。
　答えのない課題に自分の自由なかたちで挑む。
やりたいことをやる。人の考えに触れる。ここで
はアートをもっと柔軟に自分のものにする考え方
を学びます。
　やりたいことやっていいんだ�そう思えました
し実際そうでした。
　課題の為、こうしなきゃいけないと固くなって
いませんか？　自分のやりたいは何なのかもっと
やわらかく考えてみるといいかもしれません。

　 4 年前まだ中学生だった私は具体的に何がした
いのかはわからず、ただ美術の才能を磨きたいと
いうぼんやりとした思いから基町高校の創造表現
コースに志望しました。そんな私が高校生活の中
で心に決めていたのは、知らないことから積極的
に体験していくこと、そして自分に言い訳をしな
いことでした。「難しそうだから、自分にはそん
な才能はないから」と決めつけず、なんとなくやっ
てみたいと心に浮かんだ時にはすぐに挑戦する。

こうして私は自分の新しい才能を多く見つけるこ
とができました。現在私は武蔵野美術大学の映像
学科で様々な映像表現を学びつつ、自分だけの表
現方法を模索しています。そしてこれまでの短い
大学生活の中でも、高校の三年間で培ったものが
役に立たなかったことはありません。経験したこ
と、築いた縁のひとつひとつが、今の私の作品を
形作っています。創表で過ごした 3年間は、私に
とってかけがえのない財産です。

竹中　月穂

桐林　勲

やわらかい“アート”

才能の発見は、まず手を動かすことから始まる

［２0１7年度卒業／69回生］

［２0１8年度卒業／70回生］

京都市立芸術大学
美術学部�美術科在籍

武蔵野美術大学
造形学部�映像学科在籍

１999年　�広島県出身
２0１8年　�京都アートスクール北大路校�

所属
２0１9年　�京都市立芸術大学�美術科�入学

２000年　�広島県出身
２0１9年　�武蔵野美術大学入学
現　在　�武蔵野美術大学映像学科で様々

な映像表現を学びつつ、主にア
ニメーションを制作している。

課題 ｢おきかえつなぐ｣ でつくったねどこ

黒板を使ったアニメーションの撮影風景 AfterEffectsを使ったロボットアニメーションの制作画面

四季をテーマにしたアニメーション作品、
タイトル「white�film」

総合基礎実技第 １課題でのチーム作業の様子


